
〈写真・菊地信夫〉

　横浜市家庭保育福祉員として２８年目になる鈴木道子さん。家庭的保育（保育ママ）と
しては市内で最もベテランだ。就労や病気などで昼間保育できない保護者に代わり、現
在０～３歳までの５人の子どもたちを預かり、自宅の一室で保育をしている。
　子どもが大好きで幼稚園や保育所に勤め、２５歳の時に結婚・出産。子どもは家庭に近
い環境で安心して過ごせるようにと、小規模の無認可保育所と個人の家庭との２カ所に
預けたが、安全面や保育内容が気になり、結局退職して子育てに専念。その時、これま
での経験を活かし、自身が“理想の家庭的保育”を行うことを決意。家族の理解・協力
もあって自宅を改築し、子どもが快適に過ごせる空間をつくった。
　「一人ひとりの子どもとゆっくりふれあう時間があり、深い関係を築けるのが家庭的
保育の良さ。ここを卒業した小学生や高校生が、今でも相談に来たり子どもと遊んでく
れたりするんですよ」とうれしそうに話す。
　そんな家庭的保育への思いから『ＮＰＯ法人家庭的保育全国連絡協議会』の理事長も
つとめる。「地域の“敷居の低い”相談相手として、これからも子育ての力になってい
きたい」と、全国的な家庭的保育の普及を目指している。

「家庭」でゆったり楽しく子育てを
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特集
　

昨
年
三
月
に
改
訂
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
育
む
た
め
の
目
標
と
目
的
が
明

確
化
さ
れ
ま
し
た
。「
体
験
」
の
機
会
を
重
視
し
た
今
回
の
改
訂
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
体
験
学
習
で
得
た
思
い
や

関
心
を
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を
活
か
し
な
が
ら
さ
ら
に
広
げ
、
深
め
て
い
く
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
会
「
福
祉
教
育
地
域
推
進
委
員
会
」（
飯
村
薫
委
員
長
）
で
は
、
平
成
十
八
年
度
の
報
告
書
の
提
言
に
沿
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
目
線
に
立
っ
た
活
動
を
広
げ
て
い
く
た
め
に
必
要
な
、
場
面
づ
く
り
や
資
源
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
特
集
で
は
、
こ
の
中
で
挙
げ
ら
れ
た
課
題
を
検
証
す
る
取
り
組
み
か
ら
、
見
え
て
き

た
事
柄
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
み
た
子
ど
も
の
思
い

　

子
ど
も
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
対
し
て
、
ど
ん
な
思
い
を
抱
い
て
い

る
の
か
。
委
員
会
で
は
、
県
内
の
中
・

高
校
生
の
協
力
の
も
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
傾
向
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ

れ
た
と
き
の
気
持
ち
を
、「
情
緒
的
（
自

己
満
足
）」（
五
六
％
）、「
互
恵
的
（
感

謝
）」（
一
〇
％
）、「
自
省
・
戸
惑
い
」（
二

三
％
）と
受
け
止
め
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
あ
り
が
と
う
」

と
思
っ
た
時
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
全
員

が
「
他
者
か
ら
の
親
切
・
励
ま
し
」
と

答
え
て
い
ま
す（
九
一
％
）。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
言
葉（
行
為
）を
時

に
情
緒
的
、
論
理
的
に
捉
え
な
が
ら
、

他
者
と
の
関
係
性
を
築
く
よ
う
努
め
て

い
る
こ
と
。
言
葉（
行
為
）に
対
し
て
、

対
人
的
な
承
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
強
く

求
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

問
題
意
識
に
つ
い
て
は
、
政
治
・
環

境
・
マ
ナ
ー
な
ど
「
社
会
状
況
」
を
指

摘
（
八
七
％
）、
改
善
に
は
「
社
会
的

解
決
」（
六
二
％
）
を
求
め
る
ほ
か
、「
自

身
の
行
動
」（
二
八
％
）、「
人
間
関
係
の

改
善
」（
七
％
）
な
ど
の
工
夫
が
必
要

と
回
答
。
誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る
だ
ろ

う
と
思
う
一
方
で
、
意
識
や
行
動
次
第

で
、
自
分
で
も
何
か
変
え
ら
れ
る
の
で

は
と
、
挑
戦
の
機
会
や
方
法
を
探
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

活
動
の
き
っ
か
け
に
つ
い
て
は
、「
誘

わ
れ
た
・
他
の
活
動
か
ら
」（
五
五
％
）、

「
進
学
等
の
メ
リ
ッ
ト
」（
五
％
）な
ど
、

比
較
的「
受
身
的
」に
行
っ
て
い
る
子
ど

も
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た
傾
向

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
言
葉
の
イ

メ
ー
ジ
を
「
ほ
の
ぼ
の
・
大
切
な
こ
と

・
優
し
い
こ
と
」
な
ど
、
抽
象
的
な
言

葉
で
回
答
す
る
子
ど
も
が
多
か
っ
た
こ

と
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
行
っ
て
い
る
活
動
と
希
望

す
る
活
動
に
差
が
あ
る
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
の
「
し
て
み
た
い
」
と
い
う
思
い

と
、
実
際
の
活
動
と
の
間
に
、
意
識
の

ず
れ
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
疑
問
も
み
え
て
き
ま
し
た
。

自
分
た
ち
で
創
造
す
る
活
動
を
支
え
る

　

こ
う
し
た
結
果
や
、
昨
年
度
実
施
し

学ぶこだわり・学びあう
体験学習を育むために
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ア
の
楽
し
さ
や
、
高
校
生
の
良
さ
を
伝

え
よ
う
と
企
画
し
た
活
動
は
、
材
料
も

全
て
持
ち
寄
り
。

　

資
源
を
再
利
用
し
た
ご
み
分
別
ゲ
ー

ム
や
エ
コ
ク
イ
ズ
、
市
民
や
団
体
、
高

校
生
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売
、
部

活
動
の
紹
介
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
な
ら

で
は
の
ア
イ
デ
ア
に
、
来
場
者
の
多
く

が
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
感
想
か
ら
は
、
難
し

さ
の
中
に
あ
っ
て
も
、「
皆
で
協
力
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
」「
一
つ
の

何
か
が
で
き
る
ま
で
に
、
ど
れ
だ
け
の

人
の
苦
労
が
あ
っ
た
の
か
を
知
っ
た
」

な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が
思
い
を
伝
え
る

こ
と
を
通
じ
、
他
者
と
の
関
わ
り
の
中

で「
生
か
さ
れ
て
い
る
自
分
」に
気
づ
き

始
め
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
想
づ
く
り
で
得
た
成

果
か
ら
、
実
際
に
高
校
生
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
企
画
・
実
践
し
て
も
ら

い
、そ
の
過
程
の
中
で
、子
ど
も
た
ち
が

主
体
的
に
学
ぶ
た
め
に
必
要
な
工
夫
に

つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

秦
野
市
内
の
県
立
高
等
学
校
の
高
校

生
が
作
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
「
ス
マ
イ
ル
リ
ン
ク
」
の
協
力
で

始
ま
っ
た
こ
の
取
り
組
み
。
子
ど
も
た

ち
は
一
年
を
か
け
、
自
分
た
ち
の
力
だ

け
で
活
動
を
実
ら
せ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
大
人
が
お
膳
立
て
し
た

活
動
が
多
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
企
画
か
ら
活
動
を
考
え
る
の
は
想

像
以
上
に
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。　

　

話
の
進
め
方
に
戸
惑
い
、
思
わ
ぬ
失

敗
や
仲
間
同
士
の
意
思
疎
通
に
悩
み
、

そ
し
て
小
さ
な
成
功
を
と
も
に
喜
ぶ
。

　

助
言
者
と
し
て
関
わ
っ
た
先
生
た
ち

は
、そ
の
都
度
言
葉
や
し
ぐ
さ
、表
情
か

ら
そ
の
思
い
を
く
み
取
り
、次
の
一
歩
を

踏
み
出
す
た
め
に
必
要
な
事
柄
や
場
面

を
考
え
、言
葉
が
け
を
す
る
こ
と
で
、自

ら
が
作
り
あ
げ
る
意
欲
を
支
え
ま
し
た
。

人
と
の
関
わ
り
の
中
で
生
ま
れ
る
学
び

　

身
近
な
環
境
活
動
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

体
験
学
習
で
何
を
発
信
し
て
い
く
か

　

委
員
会
で
は
、
学
習
素
材
と
し
て
、

地
域
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を
、ど

の
よ
う
に
活
用
で
き
る
か
考
え
て
い
こ

う
と
、「
福
祉
教
育
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
情
報
交
換
会：

平
成

二
十
年
十
二
月
十
二
日
、フ
ォ
ー
ラ
ム：

平
成
二
十
一
年
二
月
十
二
日
）を
、横
須

賀
市
社
協
と
共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
社
協
で
三
十
年
来
取
り
組
ま
れ
て

き
た
、高
校
生
福
祉
体
験
学
習「
は
ま
ゆ

う
キ
ャ
ン
プ
」を
通
し
、多
く
の
関
係
者

が
体
験
学
習
へ
の
思
い
を
語
り
合
い
、

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

一
人
の「
市
民
」を
育
て
る
学
習
に

　

参
加
者
か
ら
は
、
体
験
学
習
に
対
す

る
子
ど
も
の
動
機
や
受
け
止
め
方
は
そ

れ
ぞ
れ
で
、
一
人
ひ
と
り
の
興
味
や
関
心

を
引
き
出
す
た
め
の
方
法
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
体
験
を
通
じ
て

何
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
か
を
、
関
わ

る
人
た
ち
が
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
、
と
い
う
意
見
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
体
験
学
習
は
、
社
会
を
良
く
し
よ

う
と
す
る
人
（
市
民
）
を
育
て
る
学
習
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
常
磐
大
学
、
池

田
幸
也
教
授
の
言
葉
で
す
。

　
「
は
ま
ゆ
う
キ
ャ
ン
プ
」
の
よ
う
に
、

福
祉
施
設
で
行
う
体
験
学
習
は
、
と
か

く
仕
事
へ
の
理
解
や
、
行
事
の
成
功
に

重
き
が
お
か
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
根
底
に
あ
る
「
と
も
に
生
き
る
」

と
い
う
こ
と
を
、
自
身
の
目
線
で
捉
え

考
え
て
も
ら
う
こ
と
が
、
い
か
に
重
要

か
と
い
う
こ
と
を
、
改
め
て
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

学
び
あ
う
関
係
が
答
え
を
豊
か
に
す
る

　

こ
の
ほ
か
、学
び
の
中
で
芽
生
え
た
子

ど
も
た
ち
の
思
い
を
、地
域
の
資
源
に
つ

な
げ
る
事
例
の
収
集
を
行
う
な
ど
、委
員

会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
体
験
学

習
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

体
験
学
習
の
答
え
は
、
子
ど
も
の
数

だ
け
あ
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
々
が

い
ろ
い
ろ
な
ヒ
ン
ト
を
出
し
、
イ
メ
ー

ジ
を
語
り
合
う
機
会
が
増
え
る
こ
と

が
、
豊
か
な
答
え
が
増
え
て
い
く
き
っ

か
け
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、「
学

び
あ
う
関
係
」
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

※
本
報
告
書
は
三
月
に
発
行
予
定
で
す
。

（
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
シ
ニ
ア
活
動
支
援
担
当
）

２月２１日の「スマイル＆エコフェスティバル」
の様子。子どもたちが趣味や特技を生かした
催しを開催しました
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NEWS　
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　　　TOPICS

※yahooで「株式会社八雲堂」と検索してください

〒２３５－００４５
横浜市磯子区洋光台６－２０－６
ＴＥＬ ０４５－８３３－５１７２　ＦＡＸ ０４５－８３３－５１４９

予算額概　要事　業　名

３，６００「神奈川県みんなのバリアフリー街づくり条例」に基づく実行性のある取組みを進めるた
め、障害者等の意見反映や施策検討のしくみづくりなど、推進体制を整備するとともに、
心のバリアフリーに向けた普及啓発やカラーバリアフリーの取組みを推進する。

（ともに生き支えあう社会づくりをめざす
地域福祉の推進）
◎みんなのバリアフリー街づくり条例推進
事業費

２，１００　精神保健福祉センター内にかながわ自殺予防情報センター（仮称）を設置し、自殺対策
情報を広く県民や関係機関に提供し、地域において自殺予防や遺族支援等を実施する。

（生涯を通じた健康づくりの推進）
◎かながわ自殺予防情報センター（仮称）
事業費

２，０４９

２，５００

・地域包括支援センターに認知症連携担当者を配置し、認知症疾患医療センターなどとの
連携を図るモデル事業を実施する。

・認知症介護の専門家や経験者等が対応するコールセンターを配置し、認知症の人や家族
等からの電話相談を実施する。

（高齢者が安心してくらせる保健福祉の充
実）
◎認知症対策連携強化事業費
◎認知症対策普及・相談・支援事業費

２００，０００　障害者の地域生活移行に対応するため、施設が有する機能を障害者の地域生活支援に活
用し、多様な住まいの場及び日中活動の場所などを障害者に提供するための事業に対し助
成する。

（障害のある人が、地域でその人らしくく
らせる支援の充実）
　障害者地域サポート事業費補助費

３，３１０

１，８４８

１６３，９４５

４，３００

・中学生・高校生を中心とした若い世代に対し、福祉・介護の仕事についての正しい理解
や仕事の魅力・やりがい等を効果的に伝えることにより、将来の進路選択の動機付けを
図る。

・ＥＰＡ（経済連携協定）による外国人介護福祉士候補者の受入れや介護現場の実態を踏
まえて、介護サービス分野における外国人労働者の就労について検討するため、ＮＰＯ
等と協働して、外国籍県民の介護現場での就労実態や就労意識、課題等の調査・分析等
を行う。

・障害者自立支援対策臨時特例交付金を活用し、福祉・介護人材の緊急的な確保を図るた
め、若い世代の福祉・介護分野への参入を促すために介護福祉士等養成校が行う取組み
や、有資格者及び地域住民等を対象にした研修、複数の小規模事業所がネットワークを
形成し、共同で求人や研修を行う取組み等を通じ、福祉・介護への新たな人材の参入促
進を図る取組みなどに助成する。

・障害福祉サービスにおける相談支援従事者等について、研修を行うことにより、さらな
る人材の質の向上及び地域支援・専門性の強化を図る。

（保健・医療・福祉人材の育成と確保・定着）
◎若年層向け福祉・介護の魅力普及促進事
業費
◎外国籍県民雇用状況調査・就労支援モデ
ル事業費（県提案型協働事業）

◎福祉・介護人材の緊急的な確保を図る措
置事業
　（障害者自立支援対策臨時特例交付金事
業費）

◎福祉人材認定研修推進事業費（県民政策
提案）

５，０００

２，１５６，５３９

１４０，４４９

・企業等が設置する事業所内保育施設の設置促進を図り、県内の保育所待機児童の解消と
仕事と生活の調和の実現に寄与するため、施設整備費等の一部を助成する。

・国の子育て支援対策臨時特例交付金を原資として造成した「安心こども基金」を活用し、
保育所等緊急整備事業、家庭的保育改修事業等を実施する。

・市町村が認定する認定保育施設等について、児童の処遇や多様な保育サービスの充実に
必要な経費を市町村に対し助成する。また、平成２１年度から母子・父子家庭児童減免加
算の創設により利用者の増及び母子家庭等の処遇の向上を図る

（保育サービスの充実）
◎事業所内保育施設設置促進費補助
◎安心こども交付金事業費

○認定保育施設等補助事業費

３，５００

１，９００

・知的障害者のホームヘルパー２級の資格取得を支援し、福祉分野で一般就労する人材を
育成することにより、障害者の職域の拡大を図る。

・障害者の働きやすい職場づくりを進め、障害者の職場定着を支援する「障害者ジョブコ
ーチ」を養成し、企業内の支援体制の確立を図る。

（障害者への多様な就業支援）
◎知的障害福祉分野就労支援事業費
◎障害者就労フォローアップ支援事業費

２２，３００　犯罪被害者等が犯罪等によって壊された日常生活を一刻も早く回復できるよう、「犯罪
被害者等総合サポートセンター（仮称）」を設置・運営し、犯罪被害者等の立場にたった適
切できめ細かい支援を一元的に提供するとともに、県民や事業者の理解促進、犯罪被害者
等を支える人材の育成や職員研修を実施する。

（犯罪のない安全で安心して生活できる地
域づくり）
○犯罪被害者等支援事業費

７，８７０　社会福祉士等の専門的な知識・技術を用いて、児童・生徒の置かれた様々な環境に働き
かけて支援を行うスクールソーシャルワーカーを全教育事務所に配置する。

（不登校・ひきこもり、いじめなどへの対応）
◎スクールソーシャルワーカー活用事業費

―平成21年度神奈川県保健福祉部等の事業予算（案）（一部抜粋）―
（単位：千円、◎は新規事業、○は一部新規事業）
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　NEWS
＆　

TOPICS　　　
―平成21年度横浜市健康福祉局等の事業予算（案）（一部抜粋）―

（単位：千円、◎は新規事業、○は拡充事業）

予算額概　要事　業　名

５０，７３４　福祉人材の確保および緊急経済対策として、訪問介護員（ヘルパー）養成２級課程を受講し、
市内福祉施設に就職した方などに対し、受講料を補助する。◎ヘルパー１０００人増加作戦事業

２１０，０００　入所者の平均介護度が高い施設を対象に、施設が行う職員の処遇改善等に充てるための経費を
助成し、職員の定着・確保を図る。（平成２２年度までの時限措置）特別養護老人ホーム処遇改善事業

４７，３６０
　市内の介護施設等事業所において、介護補助等の業務に従事するスタッフを新規に雇用する。
また雇用したスタッフを対象に基礎的研修を実施するなど、介護の仕事への理解を深め、介護職
員として正規雇用につなげる。（国の特別交付金を活用）

◎介護施設介護補助スタッフ確保
事業

２３，８８２　高齢者が介護保険施設等でボランティア活動を行った場合に、ポイントが得られ、現金に還元
できる仕組みを１０月からモデル実施する。（政令市で初めての取り組み）

◎介護支援ボランティアポイント
事業

１９，４７９
　ひとり暮らし高齢者などが社会的に孤立しないよう、住民や自治会町内会、ボランティア、Ｎ
ＰＯ団体、地域包括支援センター等による地域の見守りネットワークの構築に向けた取り組みを
支援する。モデル区：２１年度　９区

○地域の見守りネットワーク構築
支援事業

９０，０００
　医療・介護ニーズを併せもつ、ひとり暮らし高齢者が、往診や介護サービス等を利用しながら、
地域で暮らし続けられる在宅療養拠点などを整備する（国の交付金を活用）。３カ所でのモデル整
備を予定（公募）

◎在宅療養拠点整備モデル事業

５，７２４　在宅心身障害者手当のあり方検討を踏まえ「横浜市障害者プラン（第２期）」に明記する「将来
にわたるあんしん施策」の具体化に向けた調査・検討を行う。

◎将来にわたるあんしん施策の調
査・検討

５，７４０，６９２
　障害者が地域で自立した生活を送るグループホームの設置及び運営を推進する（３６カ所増）。ま
た、改正消防法施行令の施行（Ｈ２１．４）に伴い、新たに必要となる消防設備の整備に要する費用
を補助する（猶予期間の３年間で実施）。

○障害者グループホーム設置運営
費補助事業

２０，４７１
　障害者就労支援センターに、企業における就労経験を活かした支援員を確保し、就労障害者の
職場での理解促進、環境整備及び日々の生活相談を行うことにより、障害者の就労・定着を促進
する。（国の特別交付金を活用）

◎障害者就労定着支援員確保事業

６８，９０５
　地域の「こんにちは赤ちゃん訪問員」が生後４か月までの赤ちゃんのいるすべての家庭を訪問
し、誕生のお祝いと地域の子育て情報等の提供を実施する。子育て家庭と地域の方とが顔見知り
になることで日常的な交流のきっかけをつくり、こどもを見守る地域づくりを推進する。

○こんにちは赤ちゃん訪問事業

３７，５００　保育ニーズの高い駅周辺で３歳未満児を預かる「横浜保育室」の整備を促進し、受入れ枠を拡
大するため、横浜保育室を整備する法人に新たに整備費を助成する。◎横浜保育室整備費助成事業

１６１，１４０
　学齢期の障害のある子どもたちが、放課後や夏休み等にのびのび過ごすことのできる居場所を
地域の中に増やし、子どもの心身の成長と、家族の安定した生活の実現を目指す。２１年度は未整
備区での実施を進め、新規に４カ所増設する。

○障害児居場所づくり事業

―平成21年度川崎市健康福祉局等の事業予算（案）（一部抜粋）―
（単位：千円、◎は新規、○は拡充事業）

予算額概　　要事　業　名

３，６５２　○災害弱者対策事業：震災発生時の家具転倒事故を防止するため、ひとり暮らしの高齢者及び
障害者が居住する家屋において、家具転倒防止金具の取り付けを行う。

地域でのきめ細やかな支え合いの
促進（災害時における緊急対応）

５２，３６８，１４０

　高齢者が住み慣れた地域でいつまでも安心して生活できるように、介護保険サービス及び在宅
福祉サービスを着実に提供する。○高齢者住宅改造費助成事業◎福祉有償運送支援事業○在宅高
齢者緊急対応事業○在宅高齢者療養支援事業○緊急通報システム事業◎福祉人材確保支援事業　
等

介護保険事業の適正な運営と在宅
福祉サービスの推進

２５７，０００小規模多機能型居宅介護９カ所、介護予防拠点２カ所○地域密着型サービスの推進

１，６４８，９６２建設費補助体系の拡充、５カ所民設民営（２１年度開所予定１カ所、２２年度開所予定４カ所）○特別養護老人ホームの整備

１０，７３４，０６４○障害者グループホーム事業（知的９４カ所→１０１カ所、精神３３カ所→３９カ所）等地域生活移行型施設への転換と居
住支援の充実

１４，８６２　○自殺対策・メンタルヘルス啓発事業：自殺対策・メンタルヘルスに関する啓発・相談・人材
育成等、総合的な施策を展開する。他、ピアサポート援助事業、社会的ひきこもり対策事業　等

障害特性に応じた専門的支援と相
談の提供

５５，６０５
◎チャレンジ雇用事業：市内在住の知的障害者を対象とし、本市で最長３年間、非常勤嘱託員と
して雇用することにより、一般企業等への就労につなげる。他、障害者ふれあいショップ運営事
業

障害者就労の促進

１９４，４５０　○地域子育て支援センターの拡充（２７カ所→３７カ所）　他、産後家庭支援ヘルパー派遣事業への
助成、ふれあい子育てサポート事業等地域子育て支援体制の確立

１４，０３３，８６５

　保育受入枠の拡充（単年度）１，０２３人。○民間保育所整備事業（保育所２カ所、小規模認可保育
所３カ所）○民間認定こども園整備事業（１カ所）○民間認可保育所の拡充（５７カ所→７２カ所）
○家庭保育福祉員の受入枠の拡大◎企業内保育施設運営事業（１カ所）◎マンション内保育施設
運営事業（２カ所）　等

多様な保育の充実
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　横浜市都筑区にある荏田南近隣センター商店街には、
福祉と商業がコラボレーションした新しい空間“えだき
んパーク”があります。開放的なフリースペースが特徴
的なこのえだきんパークは、近隣地域の主婦や高齢者、
障害のある人ない人、学校帰りの小学生など、誰もが気
軽に立ち寄ることのできる素敵な空間でした。

えだきんパークができるまで

　横浜市営地下鉄センター南駅より徒歩１５分、

ニュータウン型の住宅地の中心にある荏田南近

隣センター商店街は、昭和５８年に開設された公

園風の商店街です。

　郊外への大型店等への客足の流出が深刻化し

た時もありましたが、この商店街は地域住民を

巻き込んでいろいろな事業に取り組んできまし

た。その一つが、今回ご紹介する「えだきんパ

ーク」。カフェを中心に、共同会議スペースや、

自分の趣味の作品が販売できるレンタル棚など

があるコミュニティ複合施設です。

　誕生のきっかけは、現「ピアサポート株式会

社」代表で障害当事者の岡村さんが、“障害者と

健常者とのコミュニ

ケーションを日常的

に図りたい”と提案。

スーパーマーケット

の空き店舗を改装

し、障害のある人も

ない人も地域の人々

が気軽に立ち寄り、出会えるとともに、生活サ

ービスや情報が得られる「たまり場」として平

成１５年９月にオープンしました。

地域住民の交流の場として

　えだきんパークに入ると、障害者地域作業所

「アスタ荏田」が運営する広々としたカフェス

ペースがお出迎え。作業所の工房で製作した美

味なクッキーやマドレーヌも販売され、毎日、

子ども連れや散歩途中の高齢者などが気軽に立

えだきんパーク
～荏田南近隣センター商店街内～

ち寄ってお茶を楽しんだりしています。

　そのスペースの奥がピアサポート株式会社の

オフィスです。この会社は障害のある人を中心

に、当事者ならでは

のプロフェッショナ

ルさを最大限に活か

し、バリアフリーコ

ンサルティングなど

の事業を展開してい

ます。

　こうしたカフェやオフィスが商店街の地域住

民が気軽に立ち寄れる場所にあることは、障害

のある人とない人が相互に理解を深めるきっか

けとなっています。えだきんパーク常連の子ど

もたちにとって、障害のある人は特別な存在で

はなく、一緒に宿題をしたりゲームを楽しむ友

達となっています。

　他にも、近隣の小学校と一緒に花壇を整備し

たり、えだきんパークのフリースペースでジャ

ズパーティを行うなど、さまざまな試みを行っ

ています。年に数回開催しているイベントやお

祭りもこの地域みんなの楽しみの一つ。次回の

イベントは「春の花＊花まつり」。４月４日（土）

１１時から１５時まで、フリーマーケットや模擬店

などでにぎわう予定です！

通称ＫＩＬＣ（キルク）。１９９７年４月設立。障害者の自立生活
を目指してピアカウンセリング（障害者による相談事業）や
各種情報提供、障害者施策の研究・提言など障害当事者の目
線で共生社会の実現を目指した活動を展開。現在、厚木・平
塚２ヶ所を拠点に活動中。
＜連絡先＞〔法人本部〕厚木市愛甲９５３－２
ＴＥＬ．０４６－２４７－７５０３　ＦＡＸ．０４６－２４７－７５０８
ＵＲＬ）http://www.kilc.org E-mail)info@kilc.org

今月は　�　ＮＰＯ法人神奈川県障害者
自立生活支援センター　がお伝えします！
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インフォメーションインフォメーション
えだきんパーク
横浜市都筑区荏田南５－７－６

ＴＥＬ／ＦＡＸ：０４５－９４２－９６００

※最寄駅は横浜市営地下鉄「センター南」駅。

※えだきんパーク付近に駐車場あり。
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今月の福祉資料室
BOOK

BOOK
「福祉資料室」をご利用下さい！
◆利用時間：月～金（第３金曜日、祝日、
年末年始等を除く）の９時～１７時

◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
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★
発
達
障
害
と
い
じ
め
〜
い
じ
め
に
立
ち

向
か
う　

の
解
決
策
（
キ
ャ
ロ
ル
・
グ
レ

10

イ
著
、
ク
リ
エ
イ
ツ
か
も
が
わ
）

★
新
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
の
創
造

（
長
沼
豊
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

★
転
ば
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
（
三
好
春
樹

監
修
、
川
崎
美
織
・
田
中
国
彦
共
著
、
関

西
看
護
出
版
）

★
介
護
職
よ
、
給
料
分
の
仕
事
を
し
よ
う

（
三
好
春
樹
著
、
雲
母
書
房
）

★
統
合
失
調
症
を
持
つ
人
へ
の
援
助
論
〜

人
と
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
す
た
め
に

（
向
谷
地
生
良
著
、
金
剛
出
版
）

★
利
用
者
支
援
の
実
践
研
究
〜
福
祉
職
員

の
実
践
力
向
上
を
目
指
し
て
（
津
田
耕
一

著
、
久
美
）

★
保
育
を
創
る
8
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
〜
平

成　

年
改
定
保
育
指
針
解
説（
大
場
幸
夫
・

20

★
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
か
ら
見
え
る
在
宅

福
祉
・
介
護
保
険
の
今
（
東
京
都
社
会

福
祉
協
議
会
）

★
障
害
者
自
立
支
援
法　

資
料
集　

第

　

集
（
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
）

23★
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
平
成　

年
21

度
介
護
報
酬
・
指
定
基
準
の
改
定　

資

料
集
（
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
）

※
約
５
万
２
千
冊
が
検
索
で
き
る
蔵
書
検
索
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

http://w
w
w
.knsyk.jp/tosyo/tosyo.htm

l
資

料

網
野
武
博
・
増
田
ま
ゆ
み
編
著
、
フ
レ
ー

ベ
ル
館
）

★
支
援
困
難
事
例
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
岩

間
伸
之
著
、
メ
デ
ィ
カ
ル
レ
ビ
ュ
ー
社
）

★
改
訂
社
会
福
祉
士
の
倫
理
〜
倫
理
綱
領

実
践
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
日
本
社
会
福
祉
士

会
編
集
、
中
央
法
規
）

私のおすすめの１冊私のおすすめの１冊

４月★空飛ぶ車いす（井上夕香著）
　修理した車いすを送った高校生・ボランティアと、受
け取った国の人々との交流を描いた実話

５月★人格障害の時代（岡田尊司著）
　人格障害の特徴・具体例の紹介

６月★ヒマラヤの渚（酒井冶孝著）
　ヒマラヤの８０トンもの岩石を県生命の星・地球博物館
まで運び出す苦労と感動

７月★巨人軍論（野村克也著）
　勝利への組織論。リーダー必読書

８月★青い風船（柏崎克巳著）
　作業所に通う重複障害の著者が１０年かけて口述筆記で
書き上げた一冊

９月★相田みつをいのちのことば　育てたように子は育
つ（相田みつを書・佐々木正美著）　
　親も子もともに育つための心の休憩の本
１０月★地下鉄（ジミー［幾米］作・絵）
　迷いながらも一歩を踏み出す勇気が得られる絵本
１１月★ＰＨＰ［月刊誌］（ＰＨＰ研究所）
　多くの方々の体験談から「生き方」について考える機関紙
１２月★ケアが街にやってきた～医療的ケアガイドブック
（江川文誠他著）神奈川の教育・福祉現場での実践報告
１月★海の介護人ものがたり（椎名勝巳著）
　バリアフリーの海で障害者や高齢者をサポートする著
者の実践記録
２月★スポーツアルバム№８「小橋建太」（ベースボール・マガジン社）
　夢と元気をもらえる、熱い１冊！

今年度の紹介図書一覧

図　
　
　
　

書
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連連載載

障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
【
最
終
回
】

障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に　
【
最
終
回
】

あ
っ
た
が
、
利
用
者
の
立
場
と
し
て
ど

う
か
。

香
坂　

実
際
の
利
用
者
負
担
額
は
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
く
て
も
、
思
想
と
し
て
応

能
負
担
に
戻
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

鈴
木　

当
事
者
と
家
族
が
一
緒
に
運
動

し
て
き
た
成
果
が
あ
っ
た
と
思
う
。

諏
訪
部　

こ
の
見
直
し
に
よ
っ
て
ま
す

ま
す
制
度
が
わ
か
り
づ
ら
く
な
ら
な
い

よ
う
に
、
整
理
す
る
必
要
性
は
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
人
が
本
当
に
必
要
と
し
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
を
十
分
に
提
供
で
き
る

た
め
に
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
先
に
作
成

し
て
か
ら
給
付
決
定
さ
れ
る
こ
と
や
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
し
く
み
が
必
要
。
現

在
は
、
障
害
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
が
義

務
で
は
な
く
、
ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
と
し

て
も
そ
の
人
の
生
活
全
体
の
方
針
が
見

え
づ
ら
い
状
況
の
中
で
支
援
を
し
て
い

る
状
態
で
あ
る
。

伊
藤　

厚
労
省
の
社
会
保
障
審
議
会
障

害
者
部
会
の
支
援
法
見
直
し
案
に
よ
る

と
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
（
※
１
）
の

作
成
費
の
対
象
は
、
今
後
施
設
入
所
者

に
も
拡
大
し
て
い
く
と
の
こ
と
。
そ
こ

か
ら
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
広
が
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
。

　

障
害
福
祉
の
思
想
は
、
そ
の
人
の
生

活
全
体
を
見
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
二
十
四
年
度
か

ら
の
支
援
法
の
見
直
し
に
向
け
、
介
護

保
険
と
の
違
い
と
し
て
も
っ
と
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
域
で
の
生
活
を
支
え
る
人
材
の

確
保
・
育
成

藤
村　

地
域
移
行
の
流
れ
が
で
き
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
徐
々
に
増
え
、
住
ま

い
の
確
保
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
化
は
で

き
て
き
た
の
で
は
と
思
う
。
問
題
は
地

域
生
活
を
支
え
る
人
材
を
育
て
ら
れ
る

か
ど
う
か
。

諏
訪
部　

今
回
の
連
載
で
も
ふ
れ
ら
れ

て
い
た
が
（
九
月
号
）、
ヘ
ル
パ
ー
の
報

酬
と
人
材
養
成
に
つ
い
て
、
厚
木
市
・

愛
川
町
・
清
川
村
合
同
の
地
域
自
立
支

援
協
議
会
（
※
２
）
で
提
言
を
出
し
た
。

「
人
」
を
し
っ
か
り
育
て
る
と
い
う
の

は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

戸
�　

研
修
も
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で

実
施
し
て
い
る
が
、
ど
こ
か
で
一
本
化

し
て
整
理
し
た
ほ
う
が
よ
い
。

座
談
会
「
障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
」

　

今
回
の
連
載
で
は
、「
障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、

五
月
号
の
座
談
会
で
挙
げ
ら
れ
た
「
住
ま
い
」「
就
労
」「
所
得
保
障
」
な
ど
の
視

点
に
沿
っ
て
、
検
証
を
し
て
き
ま
し
た
。
最
終
回
の
今
回
は
、
こ
の
一
年
間
の
施

策
動
向
を
ふ
ま
え
、
各
福
祉
サ
ー
ビ
ス
関
係
者
の
新
た
な
取
り
組
み
や
今
後
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
こ
と
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

自
立
支
援
法
の
見
直
し
の
動
向 

〜
応
益
か
ら
応
能
へ
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
広
が
り

藤
村　

ま
ず
、
障
害
者
自
立
支
援
法

（
以
下
、「
支
援
法
」）
の
見
直
し
の
動
向

は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

田
中　

当
初
、
支
援
法
は
介
護
保
険
と

の
統
合
を
目
指
し
て
、
似
た
よ
う
な
し

く
み
を
作
っ
て
き
た
が
、
二
月
十
二
日

に
与
党
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
出

し
た
十
七
項
目
の
『
障
害
者
自
立
支
援

法
の
抜
本
見
直
し
の
基
本
方
針
（
案
）』

で
は
、
は
っ
き
り
「
し
な
い
」
と
言
っ

て
い
る
。

藤
村　

十
七
項
目
の
見
直
し
で
は
、
一

割
負
担
の
定
率（
応
益
）負
担
か
ら
、
所

得
に
応
じ
た
応
能
負
担
へ
と
改
め
る
と

〈コーディネーター〉
藤村　和靜氏（社会福祉法人常成福祉会常務理事）
〈出席者〉
伊藤　崇博氏（丹沢レジデンシャルホーム施設長）【身体障害】　
香坂　　勇氏（神奈川県手をつなぐ育成会前会長）【利用者】
鈴木　治郎氏（ＮＰＯ法人神奈川県障害者自立生活支援センター事務局長）
　　　　　　　【利用者】
諏訪部政好氏（愛名やまゆり園施設長）【知的障害】
田中　誠一氏（アガペ壱番館施設長）【身体障害】
戸�　洋充氏（ＮＰＯ法人神奈川県精神障害者地域生活支援団体連合会理

事長）【精神障害】



９
第６８８号　福祉タイムズ　２００９．３．１５

田
中　

人
材
確
保
・
定
着
は
、
一
事
業

所
、
一
市
町
村
で
で
き
る
こ
と
で
は
な

い
。
特
に
研
修
は
地
域
の
特
性
・
実
情

に
あ
っ
た
も
の
に
す
べ
き
で
、
市
町
村

の
自
立
支
援
協
議
会
が
そ
の
内
容
を
議

論
し
つ
つ
、
集
約
的
な
こ
と
は
保
健
福

祉
圏
域
の
自
立
支
援
協
議
会
が
担
う
と

よ
い
の
で
は
。

伊
藤　

身
障
施
設
へ
就
職
を
希
望
す
る

介
護
福
祉
士
も
不
足
し
て
い
る
。
養
成

校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
も
、
高
齢

だ
け
で
な
く
障
害
分
野
を
し
っ
か
り
入

れ
て
も
ら
い
た
い
。
養
成
校
と
も
か
か

わ
り
を
密
に
し
な
が
ら
、
施
設
で
の
実

習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備
し
た
り
、
施

設
の
研
修
に
学
生
・
先
生
に
来
て
も
ら

っ
た
り
な
ど
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

福
祉
的
就
労
の
あ
り
方
と
一
般
就

労
へ
の
つ
な
げ
方

香
坂　

支
援
法
は
一
般
就
労
を
主
に
し

て
き
た
が
、
一
般
就
労
が
難
し
い
人
も

い
る
。

諏
訪
部　

作
業
工
賃
が
月
数
百
円
の

「
生
き
が
い
」
が
目
的
の
方
か
ら
、
数

万
円
の
工
賃
を
も
ら
っ
て
自
立
生
活
を

目
的
と
し
て
い
る
方
ま
で
、
福
祉
的
就

労
の
範
囲
が
と
て
も
広
く
、
そ
の
点
の

整
理
が
課
題
で
あ
る
。

藤
村　
「
雇
用
」を
前
提
に
訓
練
を
す
る

の
で
あ
れ
ば
、「
福
祉
的
就
労
」
で
は
な

く
、
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
、
最
低
賃
金

を
保
障
す
べ
き
で
あ
る
。

鈴
木　

当
事
者
の
立
場
で
い
う
と
、
就

労
は
、
住
ま
い
と
通
勤
の
問
題
も
あ
わ

せ
て
考
え
な
い
と
難
し
い
。
合
理
的
配

慮（
※
３
）を
定
め
て
い
け
ば
、一
般
就

労
で
き
る
方
は
一
気
に
増
え
る
と
思
う
。

必
要
な
法
整
備
に
向
け
て

鈴
木　

フ
ラ
ン
ス
に
し
ろ
、
ア
メ
リ
カ

に
し
ろ
、
韓
国
に
し
ろ
、
法
律
が
で
き

て
始
め
て
制
度
が
動
い
て
く
る
。
合
理

的
配
慮
の
こ
と
も
含
め
、
ま
ず
は
法
整

備
が
大
切
で
あ
る
。

諏
訪
部　

就
労
に
つ
い
て
は
、
支
援
法

の
枠
に
位
置
づ
け
た
だ
け
で
概
念
は
こ

れ
ま
で
と
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
改

め
て
体
系
化
し
な
お
す
作
業
が
必
要
で

あ
る
。

香
坂　

制
度
の
見
直
し
を
見
守
る
こ
と

も
必
要
だ
が
、「
制
度
は
後
か
ら
つ
い

て
く
る
」
く
ら
い
の
考
え
方
で
、
先
駆

的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
と
も

感
じ
て
い
る
。

伊
藤　

今
、
法
人
で
取
り
組
ん
で
い
る

の
が
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
「
小

規
模
多
機
能
」
型
の
施
設
の
設
置
。
相

談
支
援
と
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、
日
中
一
時

支
援
な
ど
を
考
え
て
お
り
、
学
齢
期
・

成
人
期
を
ト
ー
タ
ル
に
支
え
る
体
制
を

構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

田
中　

支
援
法
で
は
、
当
初
施
設
は
必

要
悪
と
報
じ
ら
れ
た
が
、
地
域
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
地
域
の
求
め

る
も
の
を
地
域
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え

て
い
き
た
い
。

戸
�　

今
回
の
連
載
の
よ
う
に
、
社
協

の
よ
う
な
フ
リ
ー
な
立
場
に
課
題
提
起

を
し
て
も
ら
え
る
と
、
我
々
も
改
め
て

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
見
え
る
。
報
酬
単

価
の
問
題
な
ど
一
部
の
視
点
だ
け
で
な

く
、
支
援
の
し
く
み
を
全
体
的
に
見
な

が
ら
、
課
題
を
提
起
し
て
い
き
た
い
。

藤
村　

障
害
の
あ
る
方
の
支
援
全
体
を

見
な
が
ら
課
題
を
提
起
し
、
法
整
備
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

支
援
法
の
見
直
し
や
障
害
者
権
利
条

約
の
批
准
な
ど
、制
度
の
転
換
期
で
あ

り
、難
し
い
局
面
で
は
あ
る
が
、よ
り
よ

い
支
援
の
実
現
に
向
け
て
、
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

※
１
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ

ン
）
…
長
期
入
所
か
ら
地
域
移
行

す
る
方
な
ど
、
計
画
的
支
援
が
必

要
な
方
に
対
し
、
相
談
支
援
事
業

者
が
作
成
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
な
く
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー

ビ
ス
、
保
健
医
療
、
教
育
、
就
労

等
も
含
め
る
。

※
２
地
域
自
立
支
援
協
議
会
…
市
町
村

が
設
置
し
、
相
談
支
援
事
業
な
ど

障
害
者
の
地
域
で
の
生
活
を
支
え

る
た
め
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う

機
関
。

※
３
合
理
的
配
慮
…
障
害
の
あ
る
方
が

何
か
を
行
う
場
合
に
、そ
の
人
に
と

っ
て
必
要
な
設
備
の
変
更
や
調
整
。
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こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

種
別
の
福
祉
施
設
で
働
く
職

員
の
方
の
声
を
通
じ
、
福
祉

の
仕
事
の
や
り
が
い
を
伝
え

て
き
ま
し
た
。

　

最
終
回
の
今
回
は
、
長
年

こ
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
た

方
を
代
表
し
、
本
会
施
設
部

会
長
の
山
川
保
さ
ん
（
児
童

養
護
施
設
「
白
十
字
会
林
間

学
校
」施
設
長
）よ
り
福
祉
の

仕
事
の
魅
力
に
つ
い
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
す
。

◇　

◇　

◇

　

四
月
号
よ
り
十
回
に
わ
た

り
「
福
祉
施
設
の
し
ご
と
〜

私
の
や
り
が
い
〜
」
が
連
載

さ
れ
、
各
種
別
の
福
祉
従
事

者
よ
り
生
の
声
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
、
改
め
て
福
祉
と

い
う
仕
事
の
大
切
さ
、
す
ば

ら
し
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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の
住
民
ニ
ー
ズ
調
査
で
は
、「
困
り
事
は

沢
山
あ
る
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
頼
ら
な

い
」
と
の
高
齢
者
の
回
答
を
受
け
、
町
内

会
で
は
こ
う
し
た
住
民
の
気
持
ち
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
伝
え
つ
つ
住
民
を
説
得

し
、
効
果
的
な
支
援
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　

住
民
の
気
持
ち
に
沿
っ
た
対
応
を
心

が
け
た
関
矢
さ
ん
は
、
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
①
女
性
の
参
加
不
足
は
、
ニ
ー
ズ

把
握
・
対
応
の
漏
れ
に
つ
な
が
る
。
②

町
内
で
し
か
発
信
で
き
な
い
情
報
は
、

不
安
感
・
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
に
な
り
、被

害
拡
大
の
抑
止
力
に
な
る
。（
水
・
食
料
が

い
つ
、ど
こ
で
手
に
入
る
か
な
ど
）。③

人
に
よ
っ
て
は
、
命
よ
り
「
他
人
に
知

ら
れ
た
く
な
い
」
と
い
う
感
情
が
あ
る

こ
と
を
理
解
し
な
い
と
、救
援
の
手
が

届
か
な
い
人
を
つ
く
り
出
し
て
し
ま
う
、

と
参
加
者
に
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
ス
ラ
イ
ド
・
ポ
ス
タ
ー

で
松
美
町
町
内
会
活
動
の
防
災
の
工
夫

を
紹
介
し
た
り
、
参
加
型
シ
ス
テ
ム
研

究
所
の
奥
津
茂
樹
さ
ん
に
よ
る
個
人
情

報
の
扱
い
に
関
す
る
解
説
も
あ
る
な

ど
、
参
加
者
は
自
分
の
地
域
で
の
ま
ち

づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
多
々
得
ら
れ
た
よ

う
で
し
た
。

（
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
シ
ニ
ア
活
動
支
援
担
当
）

最終回

　

ま
た
、
毎
回
心
に
残
る
声
に
感
動

し
、
福
祉
施
設
の
厳
し
い
環
境
の
中
で

日
々
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
職
員
の

方
々
に
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。

　

人
間
は
一
人
ぼ
っ
ち
で
は
生
き
て
い

け
ま
せ
ん
。
他
の
人
と
つ
な
が
っ
て
い

な
け
れ
ば
生
き
る
上
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
沸
い
て
き
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
か
ら

支
え
ら
れ
、
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
の
「
福
」
と
「
祉
」
は
、
と
も

に
「
幸
せ
」「
豊
か
に
」
と
い
う
意
味

で
、「
幸
福
」や「
良
く
生
き
る
こ
と
」を

指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
上
に
生
を
受

け
た
す
べ
て
の
人
が
、
幸
せ
で
、
一
人

ひ
と
り
の
生
命
を
大
事
に
大
事
に
、
希

望
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
が
福
祉
の
意

味
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

福
祉
施
設
の
仕
事
は
高
齢
者
、
障
害

の
あ
る
方
、
子
ど
も
た
ち
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
方
一
人
ひ
と
り
を
大
事
に
支
援

し
、
そ
の
人
の
生
き
方
を
支
え
て
ゆ
く

こ
と
で
す
。
人
と
人
の
つ
な
が
り
、
関

係
の
中
で
の
仕
事
で
す
。
大
変
で
す
が

喜
び
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

も
し
、
福
祉
の
仕
事
に
か
か
わ
っ
て

み
た
い
方
は
、
利
用
者
の
幸
せ
の
た
め

に
と
も
に
歩
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
と
も

に
生
き
て
み
ま
せ
ん
か
…
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り 

　
　
　

か
な
が
わ
集
会　

開
催

　

去
る
二
月
二
十
三
日
、
県
社
会
福
祉

会
館
で
、
中
越
沖
地
震
を
体
験
し
た
現

地
町
内
会
長
ご
夫
妻
を
招
き
、
町
内
会

関
係
者
、
市
町
村
職
員
、
施
設
職
員
な

ど
約
九
〇
名
の
参
加
を
得
て
、
住
民
の

目
線
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
る
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

被
災
地
の
柏
崎
市
松
美
町
町
内
会
長

夫
人
の
関
矢
延
恵
さ
ん
は
、
災
害
直
後

の
住
民
の
安
否
確
認
の
動
き
に
つ
い

て
、「
民
生
委
員
は
『
○
○
さ
ん
の
安
否

を
確
認
し
て
』
と
、
そ
の
方
の
知
り
合

い
に
声
を
か
け
、
頼
ま
れ
た
人
は
気
持

ち
よ
く
民
生
委
員
の
依
頼
に
応
え
て
い

た
」
と
紹
介
し
ま
し
た
。

　

町
内
会
長
の
関
矢
登
さ
ん
は
避
難
所

に
詰
め
ざ
る
を
得
な
い
状
態
だ
っ
た
の

で
、
自
宅
や
地
元
町
内

会
館
で
入
っ
て
く
る
情

報
は
夫
人
が
対
応
し
た

そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
直
後
に

町
内
会
で
行
っ
た
独
自

県
社
協
の
ひ
ろ
ば

白十字会林間学校
施設長　山川　保
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一般家庭から大型ビルまで�
最新のエレクトロ技術によ�
り安心と安全を提供します。
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谷　口　嘉　弘�代表取締役社長�

◇
参
加
費
＝
千
円
（
資
料
代
）（
予
定
）

◇
問
合
先
＝
県
保
険
医
協
会

�
０
４
５－

４
５
３－

２
４
１
１

第
１
回
新
し
い
介
護
支
援
研
修
大
会 

〜
認
知
症
の
理
解
と
困
難
事
例
に

向
け
た
集
中
講
義

　

杉
山
孝
博
氏（
川
崎
幸
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

・
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
副
代
表
）を
講

師
に
、
介
護
支
援
従
事
者
や
ご
本
人
、
家

族
を
対
象
に
し
た
２
日
間
の
講
義
で
す
。

◇
日
時
・
内
容
＝
４
月　

日（
土
）　

時　

１１

１４

３０

分
〜　

時　

分
、　

日（
日
）　

時
〜　

時

１７

３０

１２

１０

１７

◇
会
場
＝
県
立
か
な
が
わ
女
性
セ
ン
タ
ー

（
藤
沢
市
江
の
島
１－

　

－

１
）

１１

◇
定
員
＝
５
百
名

◇
参
加
費
＝
千
円
（
資
料
代
）

◇
問
合
・
申
込
先
＝
藤
沢
市
介
護
保
険
事

業
所
連
絡
会
事
務
局
（
樋
口
・
堀
）

�
０
４
６
６－

　

－

１
０
３
０

５０

本
会
の
応
援
に
感
謝
い
た
し
ま
す

【
賛
助
会
員
】本
会
事
業
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

ご
入
会
い
た
だ
き
ま
し
た
企
業
・
団
体
等

▽
㈱
ア
イ
エ
ン
ス
▽
㈱
あ
ん
ざ
い
▽
愛
知
工

芸
社
㈱
▽
㈲
ア
レ
ー
テ
ー
▽
㈱
オ
ー
ネ
ッ

ト
▽
㈱
奥
野
設
計
▽
㈱
花
月
堂
▽
㈱
神
奈

川
機
関
紙
印
刷
所
▽
キ
ャ
メ
ロ
ッ
ト
ジ
ャ

パ
ン
▽
�
金
港
堂
▽
銀
鈴
の
詩
▽
京
浜
化

工
㈱
▽
京
浜
警
備
保
障
㈱
▽
小
玉
牛
乳
店

▽
㈱
柴
橋
商
会
▽
㈱
シ
マ
ソ
ー
ビ
▽
㈱

ジ
ャ
パ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
横
浜
主
管
支
店
▽
㈱

ソ
ー
ゴ
ー
イ
ベ
ン
ト
▽
大
栄
電
子
㈱
▽
東

宝
防
災
㈱
▽
㈱
ト
シ
ダ
▽
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー

㈱
横
浜
支
店
▽
㈱
ト
ミ
ヤ
▽
ニ
ュ
ー
ト
リ
ー

㈱
▽
㈱
ね
ず
ら
む
▽
㈱
柏
苑
社
▽
富
士
産

業
㈱
▽
㈱
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
印
刷
▽
㈱
八
雲

堂
▽
八
木
時
雄
税
理
士
事
務
所
▽
㈱
安
江

設
計
研
究
所
▽
㈱Y
u
k
iP
rin
t

▽
㈱
有
隣

堂
▽
㈲
横
浜
綜
合
印
刷

【
部
会
協
力
者
】
各
種
招
待
行
事
や
寄
託

品
等
、
本
会
施
設
部
会
事
業
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
企
業
・
団
体
等

▽
諸
磯
ヨ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
▽
コ

カ
・
コ
ー
ラ
セ
ン
ト
ラ
ル
ジ
ャ
パ
ン
㈱
▽
�

ポ
ー
ラ
美
術
振
興
財
団
▽
㈱
カ
レ
ン
ズ
▽

横
浜
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
▽
横
浜
戸
塚

西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
▽
藤
澤
電
気
㈱
▽

ジ
ョ
ン
ソ
ン
㈱
▽
㈱
京
急
油
壺
マ
リ
ン
パ

ー
ク
▽
㈱
シ
ャ
ク
リ
ー
▽
㈱
横
浜
フ
リ
エ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
▽
神
奈
川
県
生
命
保
険

協
会
▽
劇
団
四
季
▽
神
奈
川
県
室
内
装
飾

事
業
協
同
組
合
青
年
部
会
▽
オ
リ
ッ
ク
ス

㈱
社
会
貢
献
基
金
▽
㈱
シ
ュ
ガ
ー
レ
デ
ィ

▽
ラ
ン
ド
コ
ム
㈱
▽
神
奈
川
昭
和
会
▽
神

奈
川
福
祉
事
業
協
会
▽
横
浜
フ
ォ
ー
テ
ィ

ー
ズ
野
球
倶
楽
部
▽
横
浜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
▽
Ｊ
リ
ー
グ
選
手
協
会
▽
三
井
住
友

海
上
火
災
保
険
㈱
ス
マ
イ
ル
ハ
ー
ト
ク
ラ

ブ
▽
神
奈
川
新
聞
厚
生
文
化
事
業
団
▽
日

本
生
命
保
険
相
互
会
社
企
画
総
務
部
Ｃ
Ｓ

Ｒ
推
進
室
（
い
ず
れ
も
順
不
同
、
敬
称
略
）

寄
附
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
託
金
】▽
脇
隆
志【
と
も
し
び
基
金
】

▽
小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所
▽
社
会
福
祉

事
業
従
事
者
に
よ
る
故
瀬
田
良
市
先
生
を

語
る
会
▽
富
士
シ
テ
ィ
オ
㈱
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
善

行
・
天
神
橋
店
▽
菅
井
良
幸
▽
丸
尾
直
子

　
（
計　

１
０
０
、８
７
７
円
）

【
寄
附
物
品
】
▽
神
奈
川
県
定
年
問
題
研

究
会
▽
と
も
し
び
製
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
Ｏ

Ｂ
会
▽
横
浜
Ｔ
・
Ｂ
・
Ｔ
協
会
▽
清
水
靖
枝

（
敬
称
略
）

役
員
会
の
動
き

◇
理
事
会
＝
２
月　

日（
木
）　

①
評
議
員

１２

の
選
任
②
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

２０

算（
案
）③
県
社
協
給
与
規
程
の
一
部
を
改

定
す
る
規
程（
案
）

評
価
結
果
を
公
表
し
ま
し
た

　

本
会
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
外
部
評
価

事
業
と
し
て
、
昨
年　

月
に
訪
問
調
査
を

１２

実
施
し
た
７
事
業
所
の
評
価
結
果
を
公
表

し
ま
し
た
。

第　

回
在
宅
医
療
・
介
護
セ
ミ
ナ

18
ー
の
開
催

　
「
認
知
症
新
時
代
を
迎
え
て
〜
認
知
症

を
総
合
的
に
考
え
る
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
藤
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事

長
藤
本
直
規
氏
の
基
調
講
演
及
び
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
す
。

◇
日
時
＝
５
月　

日（
日
）　

時
〜　

時

２４

１０

１６

◇
会
場
＝
横
浜
市
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ル
（
Ｊ
Ｒ
桜
木
町
駅
前
）

◇
定
員
＝
２
百
名

◇
対
象
＝
医
師
、
歯
科
医
師
、
コ
・
メ
デ
ィ

カ
ル
、
コ
・
デ
ン
タ
ル
、
家
族
等

所在地事業所名No.

神奈川区清徳会グループホーム　
横浜１

都筑区高齢者グループホーム　
横浜はつらつ２

横須賀市スマイル住まいる走水３

茅ヶ崎市社会福祉法人麗寿会
ふれあいの家みのり４

逗子市ＮＰＯ法人
グループホーム花梨５

相模原市グループホームオカリナ６

寒川町社会福祉法人麗寿会
ふれあいの家こすもす７

地域密着型サービス外部評価
受審事業所一覧

本会ホームページ（http://www.knsyk.jp）、
ＷＡM-NET（http://www.wam.go.jp）等で公表しています。
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会社
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新 築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報

告・アスベスト調査等お気軽にご相談ください

知的障害者通所授産施設（平塚市）

発
行
日　

２
０
０
９
年（
平
成　

年
）３
月　

日　

毎
月
１
回　

日
発
行　
　

発
行
所　

〒　

－
０
８
４
４　

横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４
番
地
の
２

２１

１５

１５

２２１

社
会
福
祉
法
人　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

T
E
L　

－

　

－

１
４
２
３　

F
A
X　

－

　

－
６
３
０
２　
　

編
集
発
行
人　

米
倉
孝
治　
　

印
刷
所　

株
式
会
社　

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

０４５

３１１

０４５

３１２

孤
立
の
中
で
…
�
生
き
づ
ら
い
か
ら
こ
そ
出
会
え
る
�

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー（
横
浜
市
）

　

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン（ 
嗜  
癖 
）は
、「
良
く

し 

へ
き

な
い
と
分
か
っ
て
い
る
の
に
や
め
ら
れ

な
い
」
と
い
う
悪
習
慣
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
自
分
の
中
に
あ
る
苦
し
い
気
持

ち
や
、
辛
い
記
憶
か
ら
開
放
さ
れ
た
い

と
、ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
、ギ
ャ
ン
ブ
ル

な
ど
に
依
存
し
、
の
め
り
込
ん
で
し
ま

っ
た
結
果
、
そ
の
状
況
か
ら
抜
け
出
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
自
分
を
責
め

る
と
い
う
悪
習
慣
に
陥
っ
て
し
ま
う
。

そ
の
結
果
、
周
囲
の
視
線
が
気
に
な

り
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。

当
事
者
の
真
の
姿
を
見
て
も
ら
う
こ
と

　

そ
う
し
た
問
題
を
抱
え
る
人
た
ち
の

緩
や
か
な
つ
な
が
り
を
作
り
た
い
と
始

ま
っ
た
の
が
、「
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・
セ

ミ
ナ
ー
」（
以
下
、「
セ
ミ
ナ
ー
」）で
す
。

　
「
相
談
員
と
し
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
普
及
の
お
手

伝
い
を
し
た
こ
と
を
通
じ
て
、
本
当
に

依
存
症
に
つ
い
て
理
解
す
る
に
は
、
回

復
し
て
い
る
当
事
者
の
姿
を
見
て
も
ら

い
、
同
じ
立
場
の
当
事
者
同
士
を
つ
な

げ
る
こ
と
が
大
切
と
い
う
こ
と
を
知
り

存
に
悩
む
方
々
へ
、
回
復
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
届
け
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
セ
ミ
ナ
ー
を
き
っ
か
け
に
、
新
し

い
仲
間
が
見
つ
か
っ
た
り
、
新
た
な
語

り
合
い
、
出
会
い
の
場
が
広
が
る
な

ど
、
仲
間
の
存
在
へ
の
理
解
が
広
が
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
専
門
職
の
立
場
で
当

事
者
に
話
し
か
け
て
も
、『
自
分
と
は

違
う
』
と
耳
を
閉
ざ
し
て
し
ま
い
が
ち

で
す
が
、
同
じ
悩
み
を
抱
え
る
仲
間
の

言
葉
な
ら
、
す
っ
と
耳
に
入
っ
て
い

く
。
そ
こ
か
ら
依
存
の
背
景
に
あ
る
問

題
に
気
づ
き
、
自
身
を
受
け
入
れ
ら

れ
、
回
復
に

向
け
て
自
分

の
力
を
信
じ

る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い

く
。
ま
ず
は

相
手
を
信
じ

る
こ
と
が
大
切
な
ん
で
す
。
そ
れ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー
を
、
楽

し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る
人
が
い
ま

す
」
と
結
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

（
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
シ
ニ
ア
活
動
支
援
担
当
）

※
本
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
の
様
子
は
、
本

紙
四
月
号
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
普
及
だ
け
で

な
く
、
当
事
者
の
体
験
談
か
ら
依
存
症

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
が
欲

し
い
。
そ
う
し
た
思
い
や
、
他
の
依
存

症
グ
ル
ー
プ
や
支
援
機
関
の
方
々
と
の

出
会
い
、
交
流
な
ど
を
通
し
、
ア
ル
コ

ー
ル
に
限
定
し
な
い
依
存
症
全
般
の
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
」
と
、
実
行
委
員
長
の
村

田
由
夫
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

信
じ
る
こ
と
で
自
分
を
見
つ
め
直
す

　

毎
年
一
回
開
催
さ
れ
る
セ
ミ
ナ
ー

は
、
今
年
で
二
十
回
目
。
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
を
抱
え
る
当
事
者
や
グ
ル
ー
プ
、

福
祉
・
医
療
の
関
係
者
だ
け
で
な
く
、

家
族
や
関
心
の
あ
る
方
な
ど
、
多
く
の

人
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
当
事
者
や
家
族
の

体
験
の
語
り
合
い
や
、
仲
間
同
士
で
の

支
え
合
い
な
ど
を
行
う
グ
ル
ー
プ
の
活

動
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
機
会
を
通
じ
、
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
の
新
し
い
情
報
や
考
え
方
を

知
る
と
と
も
に
、
未
だ
さ
ま
ざ
ま
な
依

　

か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
十
五
階
セ
ル
フ
ヘ

ル
プ
活
動
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア

デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
関
係
の
グ
ル
ー
プ
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

メンバーの体験談等が書かれ
た資料集は、参加グループの
要望で作り始めたものです
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